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図276 1X区出土遺物実測図④ (S = 1 / 4) 
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X111 市道篠ノ井大当線地点の調在

主要地方道長野上田線道路改良事業の付帯事業として、 1I区西端部より

南に延びる市道篠ノ井大当線の道路改良が合わせて計画されたため、本線

に合わせて発掘調査を実施した。調査時から 1Iー拡張区と呼称し、出土資

料 ・記録類もすべて1Iー拡張区と注記した。ただし、調査地以北の道路改

良が将来的に実施された場合に備え、篠ノ井遺跡群の発掘調査に対して実

施している起因事業名での地点呼称に従い、「市道篠ノ井大当線地点」と

して報告する。

発掘調査は平成 7年度に実施したが、調査完了後、着手以前に確認した

用地境の杭が道路中央を示す測量杭であることが判明したため、道路用地

境の再測量を行い、未調査部分について平成 9年度に実施した。

1 1次面の調究

1次面は前記したように 2カ年にわたって調査を実施しており 、掲載固

左側の細い部分が平成 7年度、右側が平成 9年度の調査範囲である。また、

調査区南端部ではガス管が調査区を横断するなど遺構確認面まで近現代の

攪拌の影響を受けており 、 1次面での遺構確認はできなかった。

検出された遺構は平安時代以降の土坑群が主となる。遺物の出土が希薄

で個別遺構の帰属時期の確定はできないが、調査面の設定は北側のII区に

準じているおり、平安時代～中世に該当すると考え られる。土坑群は調査

区北側 (II区側）に密で、南へ行くほど希薄となる。不整方形が大半を占

めるが、規格的な配置はみられず、建物跡等の想定は難しい。SXOlから

写真255 H7 1次面全景（北から）

は銅銭が束になって出土している。19枚が紐状の有機物で束ねられていた 写真256 H 9 1次面全景（北から）

と考えられる。井戸は 2基検出され、素掘りで枠を持たない。土坑群に混

じって存在するが、出土遺物がなく時期決定根拠に欠ける。本線の状況よ

り中世まで下る可能性が考えられる。

~ 調査面
遺構名 時代

重複闘係 床面
付属施設 特記事項 傭考

遺構図 土器図 写真

先 後 柱穴 番号 番号 番号

, H 7 
SK02 平安

l 

平坦
280 278 

' l・I 7 SKOl 平安以降
平坦 周辺に方形の掘り込み

鉗銭束出土 280 257 
1 北側壁際にピッ トあり あり 別遺構か

H 9 
SK04 平安

1 

平坦
280 278 

H 9 
S807 平安

脆弱
羽口ill土 281 278 

l なし

I IH ) 9 SK14 平安か
平坦

鉄滓Ill土 281 

表22 市道篠ノ井大当線地点 1次面主要遺構一覧表
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南側では竪穴住居かと考えられる遺構が分布するが、いずれからも貼床 ・柱穴 ・カマド等の台所施設は検出

されていない。また、一辺3.6m以下と小型とみられ、一般の竪穴住居とは性格を異にする可能性が想起される。

このほか、 SK14からは多量の鉄滓が出土している。l.QXQ.6mの楕円形土坑で、焼土・炭等は顕著でなかったが、

多量の鉄滓が検出された。この SK14付近の遺構 (H7年度調査区 SBOl・SB02)覆土からも鉄滓の出土がみられ、

SB07の羽口を合わせて、鍛冶遺構の検出こそなかったが鍛冶関連遺物の集中的出土は注意される点である。

~9000o 

II区

゜゚

@ 

→互Ooo0

二

~
 4

 

3
l
 

••
森
ぶ
や

／
 □こ

・

に 5

•>
1-6 SB7 

J 
S E03 

゜゚
~d ~ 

7 SK2 8 SK4 

S B01 

S Kl4 

゜

+soooo 0 (1・4) 10cm 

図278 1次面出土土器実測図 (S=l/4)

こ屯
0
8
蕊、ー

O (1 :'100) 10m 

図277 市道篠ノ井大当線 1次面遺構分布図 (S=l/400) 写真257

-343 -



4
 

JI区

。

H9 

H7 

0 (1 : 80) 
’’’’’’’ 。

◎
 

n o 乏

ヘ
図279 市道篠ノ
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井大当線 1次面迫構実測図① (S == 1/80) 
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図280 市道篠ノ井大当線 1次面遺構実測図② (S = 1/80) 
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図281 市道篠ノ井大当線 1次面遺構実測図③ (S = 1/80) 
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2 2次面の調査

2次面の調査は平成 7年度調査範囲では調査区幅が極めて狭いため実施できず、平成 9年度調査範囲でのみ実

施している。また、調査区南端部では 1次面相当での遺構確認がなく、 2次面のみの調査である。検出された遺

構は竪穴住居16軒 ・溝 2 条• 土坑 ・ビ ットが検出され、平安時代が主体となる。

平安時代 調査区全面より竪穴住居が検出された。調査区中央北よりでは重複して SBOl-06が検出された。SB

01・04・05では東壁にてカマドが検出され、ほぼ等間隔に 3軒が並ぶ。SB02・03・06はこの SBOl-05間で検出

されている。SB02は調査過程で重複した SB05が大半を占めるこ

とが確懃され、独立した竪穴住居として把握する充分な根拠は得

られなかった。SB03はSBOlおよびSB05の間に土器ならびに石

材の集中が認められたため設定した住居である。出土遺物にみる

SBOl・05との時期差は明瞭でないが、遺物出土レベルが両住居

の確認面上にあるうえ、想定される SBOl・05の範囲外に遺物の

集中がみられることから 、これら住居に先立って遺構が存在した

可能性が高いと判断した。

SBlOは一辺4.8mを測る方形プランの竪穴住居である。北壁に

カマドを備え、貼床 ・壁溝が確認された。明確な柱穴の検出はな

い。南壁では壁に接して 2箇所で炭の分布が認められた。床面直

上に堆積し、石材の滉入も少醤ながら認められた。検出付近で火

を焚いた痕跡はなく 、二次堆積である。カマド袖がま ったく検出

されなかったことと絡めてカマド破壊に伴う二次堆積とも解釈で

きる。

奈良時代 SB08・09・12・13と比較的規模が大きく、柱穴が明

瞭な竪穴住居 4軒が検出された。II-a区～皿-S-c区で検出され

た奈良時代遺構と一連で、該期集落が南側に広がっていることを

示していると捉えられる。

SB08は一辺約5.0mを測る方形プランの竪穴住居で、北壁にカ

マドを備え、貼床•柱穴が検出された。 カマド両脇より壁面に沿っ

て浅い窪みが検出され、その窪みに多量の焼土が散布していた。

分布はカマド両脇に最も集中し、断続的ながら同一面で広がるこ

とから、カマド破壊による二次堆積と考えられる。

SB09は一辺約5.0mを測る方形プランの竪穴住居で、 北壁にカ

マドを備え、貼床 ・柱穴が検出された。煙道先端部には土師器甕

が設置され、煙突施設に関わるものとみられる。

SB12は一辺4.4m以上を測る方形プランの竪穴住居である。上

層を溝跡 (SDOl)が横断するが、 北壁にカマドを備え、貼床が

確認された。柱穴の検出はない。南壁沿いでは床面より浮いた状

亙`
S B11 

:
 

q
a
忍
8
1

S B17 

Cl) 
S B08 

620101--

S BOl 

S B03 
S B02 

~soaoa 

S B16 

S B15 0 (l : 400) lOm 

図282 市道篠ノ井大当線地点

2次面遺構分布図 (S=l /400) 
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， 

＇ 

I 

＇ 

I 

＇ 

， 

況で多量の焼土と炭の分布が検出さ

れた。焼土 ・炭ともに二次堆積で、

住居廃棄後に投棄されたことが確実

である。

調査区南端部では SB15・16・17

が非常に狭い範囲で重複して検出さ

れた （写真259手前側）。 当初 l軒

の竪穴住居 (SB16)として調査に

着手したが、その下で別住居 (SB

15)が確認された。また、西壁際で

はSB15床面下より焼土が検出され

たため、SB17とした。出土遺物か

らは SB16が平安期に属し、 SB15・

17はこれを遡ることが確実である。

謂査年

躙査而
遺構名 時代

夏複関係

先 佼

II 9 
I S808 奈良

2 

II 9 

＇ SB09 奈良 S804 
2 

H 9 
SB0-1 平安 5B09 

l 

H 9 (S803) 
SBOI 平安

S804 l 

1-1 9 
SB02 平安

I 

H 9 
5B03 平安 SBOI・05 

I 

Ii 9 
S805 平安 5803 

I 

H 9 
SBl2 奈良 SDOI 

2 

H 9 
S001 平安以降 5B12 

2 

H 9 
5B10 平安

2 

H9 
5B13 奈良

2 

II 9 
S816 平安 S815 

2 

H 9 5B16 
S815 奈良_.,,安 S817 

2 SK06 

II 9 S815 
5B17 奈良か

S816 2 

II 9 
5D02 平安 S614 

2 

H 9 
SK05 平安 SB!4 

と

写真258 篠ノ井大当線地点全景

（北から）

床面
付属施設 特記事項

柱穴

貼床 カマド両側と南西市
カマド （北壁）

束隅部に焼土散布3 

貼床
カマド （北壁）

4 

貼床
カマド （東墜）

一辺約3mの小咆住居
4 石芯構造

硬化面
カマド （東壁）

未検出

脆弱

なし

脆弱

床面に石材散布
なし

脆弱

カマド （東壁）
なし

貼床
カマド （北壁） 南壁側に焼土散布

なし

覆土中より獣什検出

貼床 カマド （北壁） 南壁際に炭骰布

なし 壁溝 上錘2点出土

貼床
限溝

2 

脆弱
カマド （北賠）？

なし

硬化面

未検出

不明
焼上のみ検出

不明

*I「JHIt 

写真259 篠ノ井大当線地点

南側全景 （南から）

遺惰図 土器図 写真
fllf考

番号 番号 番号

284'1l 287 266 

268 
284<)) 287 

269 

283 
258 

廊 259 
2&1,f 

262 

262 
284 2 286 

263 

262 
住居跡とする根拠薄い 28'I 2 286 

264 

260 
2S,l(gl 289 261 

262 

262 

蕊 1'2 290 2&1 

265 

288' 
270 

284 2 
271 

270 
28'l 2' 

271 

287 
285 31 267 

2'JO 

285 3 287 

床1面下で5B15検Ill 285'4 287 259 

床I葡下で S817検ill 2校 4, 259 

285、l 259 

288 
S8141こ -~にて検II¥ 285,1' 

290 

,j, 整形 t::JJt 285(•11 288 

表23 市道篠ノ井大当線2次面主要検出遺構一喪表
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S804 前記した平安時代重複住居群のうち最も新しい竪穴住居で、

一辺約3.0mの方形を呈する。SB09ならびに SBOlを掘り込む；柱穴

は3カ所確認され、床面は貼床であ った。東壁にはやや南側に偏って

カマドが検出されている。カマドは石芯構造で、これを覆う粘質土は

残存していなかった。天井石は煙道側に l石残存し、板状石が焚口側

に向かって上方に傾く状況で検出された。側壁は右側に柱状石を、左

側に板状石を用い、カマド内側で面を揃える。カマド内部には支脚と

みられる小型の柱状石が認め られた。焼土は土器片とともに焚口直上

にみられ、火床は残存していなかった。炭はカマド前面のピット内よ

り多量に検出されている。

写真260 S B04 

写真261 S B04カマド （完掘状況）

S803 SBOlとSB05の間で、両住居と出土高を異にし

て、土器が石材とともにまとま って出土したことから竪

穴住居と判断した。SB05には確実に掘り込まれ、 SBOl

の直上に重複すると考え られるが、形態 ・規模等は把握

できなかった。床面は脆弱で、柱穴等の検出はない。土

器は土師器・須恵器 ・灰釉陶器が被熱を受けた柱状石・

板状石とともに出土している。焼土や炭はみられなかっ

たが、石材は SB04のカマド材に類似し、破壊された石

図283 S B04カマド実測図 (S=l/20)

芯カマドの痕跡と考えられる。 写真263 S B03土器 • 石材出土状況
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XIV 遺物各説

本章では調査区ごとに掲載した土器類以外の出土遺物を取り上げる 。 なお、造構名は地区•地点·調査面によっ

て付しているため、煩雑ながら以下の記載方法とする。例； VI[区N-1地点 1次面 SBOl VII[ -N-1 (1) SBOl 

ー 石製品

各種石器 （図2911 -4・ 図292) 磨石 l点、敲石 1点、軽石製品 2点、打製石鏃22点、磨製石鏃 1点、太型蛤

刃石斧 1点、磨製石包丁 1点、打製石斧 2点ほかが出土している。

打製石鏃は22点のうち、 I区より 2点、 Il区より 1点、 皿区より 15点、、 w区より 1点、 VI区より 2点、 Vll区

より 1点と70%近くがm区に集中している。このほか磨石・磨製石包丁も出土しており、同区での石器集中傾向

は極めて高い。これに対して、磨製石鏃、太型蛤刃石斧、打製石斧はVI・VII区より出土しており、 皿区ならびに

VI・Vil区に石器出土のふたつの中心があることが指摘される。

皿区においては、明確な遺構の存在は検出されなかったが、栗林式以前の土器片が多量に出土している。皿区

に集中する石器は明らかに遺構に伴うと判断できるものはなく、これらの土器群に伴う時期のものと考えられる。

砥 石 （図2915-9) 砥石は皿区より 1点、 VI区から 1点、 Vll区から 2点、VI[区から 1点の合計5点が出土

している。いずれも竪穴住居覆土中よりの出土である。5と6は円孔が穿たれた小型品で提砥石とみられる。
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石製模造品 （図293・294) 鏡 1点、勾玉 2点、剣形8点、有孔円板26点、種別不明の破片 2点、合計39点の

出土がある。W区で剣形 l点 (1/39 2 .5% ) 、 VII 区で鏡 l 点・勾玉 1 点・剣形 4 点 • 有孔円板 2 点、破片 2 点 ( 10

/39 25.6% ) 、 Vlil 区で勾玉 l 点 • 剣形 3 点 • 有孔円板22点 (26/39 66. 7%)、lX区で有孔円板2点 (2/39 5.1 %) 

が数えられ、馬あるいは牛の埋葬に伴ったと判断される、 W区の 1点を除き 、Vlil区を中心とした古墳時代中後期

集落域より 出土している。基本的に竪穴住居よりの単独出土であるが、Vlil-S-1 (l)SBOlより有孔円板 2点、 Vlil

-S-1 (2) SB24より有孔円板10点がまとま って出土している。この多量出土がみ られた住居は1次面と 2次面で重

複しており 、本来、この12点は同時使用の可能性も考えられる。また、使用位置が確定されるものとして、住居

床下から出土した剣形(8)、カマド内より出土した有孔円板(36)があるが、他は覆土中の出土である。また、地域

内で事例が少ない鏡は、多量の臼玉とともに土器列が確認されたVII-N-2 (1) SK58検出時の出土で、帰属遺構が

特定される。

石材はいずれもいわゆる「滑石」を用いており、整形時の削痕が明瞭に観察される。穿孔は種別を問わず片側

より穿孔されており、剣形 • 有孔円板とも双孔品が主体を占める。使用時期はカマド導入以前 (TK208型式期）

には認められず、W区SBOlにて古墳時代後期後半代まで認められるが、五世紀後半代が主体を占める。
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子持勾玉 （圏295-1) VIlI -S-1 (1) SBOlの床面より

1点出土している。頭部穿孔部までの破片であり、

他片は検出されなかった。片面にのみ臼玉を模した

かのような文様が陰刻される。文様には基本的に二

重円であるが、外円を線により 表現するタ イプと陰

刻による表現する二者がある。前者は背部、後者は

側部と使用箇所が異なる。穿孔は両側穿孔である。

ただし、裏面からの穿孔が文様直下まで達している

ことから、文様面からの再穿孔を実施した結果と観

察される。

出土遺構は石製模造品や臼玉が多量に出土したVIlI

区で、古墳時代後半の集落内祭祀を知る好事例とな

ろう 。なお、本遺跡東方に展開する横田遺跡群より

同様の文様を持つ子持勾玉の出土がある。
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図295 子持勾玉•石製蛇尾•垂飾品実測図 (S= l / 2 )

異形垂飾品 （医295-2) N(l)SKOl覆土中 より 1点出土している。大きさは全長3.1cmと小型の勾玉同様であるが、

腹部に明らかに作り出された突起を持つ。また、背部も尾部から突起状に張り出し、子持勾玉に類する形態とな

る。赤褐色を呈する流紋岩製と石材も他の勾玉と異なっている。

石製蛇尾 （図295-3) Il -N-b (1) SB06より 1点出土している。白色不透明の石材を使用しており、表面ならびに

側面は極めて平滑に仕上げられている。裏面には帯への装着用の二孔一対の穿孔が認められる。出土住居より平

安期の所産と判断される。

玉類 玉類には垂飾品、勾玉、管玉、 丸玉、棗玉、算盤玉、切子玉、臼玉があ り、石製品以外ではガラス小玉、

土製勾至 • 土製丸玉等の出土がみられる。垂飾品は 3点、勾玉は18点、管玉は65点、丸玉は土製が主体を占めて

42点出土している。土製勾玉はW区より 2点出土し、いずれも弥生時代後期の所産と考えられる。Vil. VI[区を中

心とした玉類は古墳時代中期集落の分布と合致し、石製模造品や滑石製臼玉、ガラス製小玉とともに多量の玉類

が使用されたと把握される。また、水晶製切子玉がVI-S-2(l)SB19より 1点出土し （図295-5)特箪される。こ

のほか、 Vil-S-3 (2) SB18床直上より水晶製丸玉が 1点出土している。

ガラス製小玉 N (1点）. VI区 (2点） ・Vil(8点） . VI[区 (14点）より 25点出土している。特定の遺構に集中

する傾向は薄く、複数出土事例はVI[-S-1 (2) SB24の4点のみである。色調はスカイブルーが 7点 (Vll-N-1(1) 

SB34、Vil-S-1 (2) SD02、Vil-S-3 (2) SB18、VI[-S-1 (1) SB03、VI[-S-2 (1) SB33、VI[-S-2 (2) SB07・SBl 7、VI[-S-

3(l)SB11ほか）、コバルトブルーが13点 (N(l)SK66、Vil-S-2 (2) SB13、VI[-S-1 (2) SB24ほか）、黄色が 1点である。

黄色はVI[-S-1 (2) SB24からコバルトブルーの 3点と共伴しており、多彩な色調のガラス玉出現期の資料として

注意される。また、 Vil-S-1 (1) SB04からは緑色のガラス製丸玉が 1点出土している。

臼玉 総数1272点の臼玉が出土している。各地区の出土点数は、皿区1点 (0.08%)、W区2点 (0.16%)、VI区

38点 (3%)、 Vil区365点 (28.69%)、VI[区823点 (64.7%)、IX区43点 (3.38%) と、 VI[区に集中し、東西に隣接

する Vil・IX区と合わせると総出土数の96%以上に達する。これは古墳時代中期集落の位置と合致し、基本的に古

墳時代中期を主体として臼玉が使用されたことを示している。Vil区では365点の出土のうち、土器配列がみられ

たN-2(1)SK58で150点余、 Vil区全体の40%以上が出土している。土器上だけでなく、土器群下層からも出土が

みられ、土器配列の前後に多量の臼玉が使用されたと想定される。竪穴住居出土事例としては、 N-1 (l)SB39で
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旭区 蛾点 ilii遺構名 位置 品名 材質 地区 地点 面遺構名 位置 品名 材質 地区 地点 面遺構名 位置 品名 村質

¥I[ N l 検出面 勾玉 上製 VID N-1 I SK4i 竹玉 緑色凝灰岩 l'Il N-l l SB38 丸玉 土製

VI N・2 2 SX30 勾玉 土製 ¥Iii N-1 I 検出而 1'r-王 緑色凝灰岩 VII N-2 2 S829 丸王 土製

VI S-3 I SE09 覆土 勾玉 翡翠 VIII N-2 l 検出ilii 管玉 緑色凝灰岩 Vil N・2 2 S830 丸玉 土製

VI N-1 I S837 勾玉 槻瑶 ¥111 N-3 1 検出面 管玉 蛇紋岩 vn S-1 I S002 丸玉 土製

＂ 
N-1 1 SK58 勾韮 V1ll N-3 2 S849 管屯 安山岩 vn S-3 I 検出面 丸玉 上製

VI N-1 1 SK58 勾玉 安山岩 VII N-3 2 S852 管王 緑色凝灰岩 WI N-1 1 S823 丸玉 土製

VD N-1 I SK58 勾玉 安111岩 VII N-3 2 S856 行玉 安山岩 VIII N-l I S823 丸玉 上製

VI N-3 I S826 勾玉 安山杵 VD! N-3 2 検出面 管玉 緑色凝灰岩 ¥llil N-1 I SB23 九玉 土製

VD 5-2 2 SBJI 勾玉 翡翠 VII N-4 l S833 管玉 安山岩 VII N-l I S823 丸玉 土製

VD S.3 I S826 勾玉 vm N-4 l S836 管玉 緑色凝灰岩 渭 N-1 1 SK48 丸玉 土製

VID N-1 I S821 勾玉 安山府 WI N-4 I S836 管玉 蛇紋岩 暉 N・l 2 S823 丸玉 土製

珊 N-1 1 SB23 勾歪 甜翠 VIII N-4 l 5B37 行王 安山岩 VIIl N-1 2 丸玉 土製

VII N-1 2 S823 勾玉 号り翠 vm S-l I S803 床面 刊：玉 安山岩 VIII N-J 2 廃土中 丸玉 土製

Vii N-4 I 5B36 勾王 翡翠 vm S-1 2 5B24 行屯 安山岩 VIII N-l 2 廃土中 丸玉 土製

VII S-I l S832 p I覆上 勾玉 瑶瑚 vm S-1 2 S824 管玉 蛇紋岩 VD! N-1 2 丸玉 土製

VD! S-2 I 検HI面 勾屯 甜翠 VID S-l 2 SB24 管玉 安山岩 vm N・2 1 S822 丸玉

I珊 5;2 2 5B18 勾玉 蛇紋岩 WI S-l 2 SB24 IT-Ji 安山岩 WI N-2 I 検出而 丸玉 土製

vm S-3 2 5841 床面 勾玉 翡翠 I'll S-l 2 S82'1 行玉 安山岩 'llil N・2 I 検出而 丸玉 蛇紋岩

IV I SBOJ 行玉

＂ 
S.l 2 S824 行玉 安山岩 珊 N・2 2 5B23 丸玉 土製

V 2 検出而 管玉 安山岩 VIII S-j 2 S834 管玉 碧玉

＂ 
N・2 2 検tl¥1fl1 丸玉 土製

VI N・l I S831 管玉 緑色凝灰岩 I珊 5-I 2 SK31 管玉 蛇紋岩 VID N・2 3 検出面 丸玉 土製

VII N-1 J SB37 行玉 杓屯 VIII S-I 2 SK31 行歪 蛇紋岩 VlD N-3 2 S648 床面 丸玉 舵紋岩

VI N-l 1 S839 管玉 緑色凝灰岩 VIII S-1 2 検/J¥而 竹’玉 蛇紋岩 VIII N-3 2 SB51 丸玉 蛇紋岩

VI N-1 l SK52 行玉 約屯 珊［ S-2 l 検出而 竹玉 蛇紋岩 暉 N-3 2 5B52 p I覆土 丸玉 土製

VII N-1 2 SB28 行韮 緑色凝灰岩 VDI S-2 I 検出而 管玉 蛇紋岩 V1ll N-3 2 SB55 丸玉 蛇紋岩

¥Ill N・2 I S841 管屯 杓玉 VIII S・2 2 SBJ8 荘玉 蛇紋岩 Vlil N-3 2 検出而 丸玉 蛇紋岩

VI N・2 I S842 管玉 蛇紋沼 珊 S-2 2 SHOI P3覆土 竹玉 蛇紋岩 珊 N・3 2 検出面 丸玉 土製

vn N・2 l SK58 行玉 安山岩 VD! S-2 2 検出而 行玉 安山岩 暉 N-3 3 S813 P2 丸玉 土製

¥Ill N-2 I SK59 行韮 了髄 WI S-2 2 検出面 行玉 蛇紋岩 VHI N-4 I SB32 九王 土製

\~ N-3 I SK85 管玉 緑色凝灰府 暉 S・2 2 トレンチ 竹：玉 蛇紋岩 珊 N-4 I SB33 丸玉 土製

VD S-I I 5D02 行屯 安JIJ岩 vm S-3 l SBl4 管玉 蛇紋岩 珊 S-l 2 S82•1 丸玉 土製

vn S-1 2 SDOl 管玉 蛇紋'/) VIII S-3 l 5B14 管玉 緑色凝灰岩 VIII S-2 l 検出而 丸玉 土製

¥II S-1 2 S002 行玉 安山岩 WI S-3 l 検出而 管王 緑色凝灰岩 渭 S-2 I 検出面 丸玉 土製

vn S-2 2 SBIO 竹可ミ 蛇紋岩 VIII S-3 1 検出而 111' 蛇紋岩 VIIl S・2 3 丸杢 土製

VD S-2 2 SBl4 1米而 行J, 蛇紋や； VIII S-3 l 検出而 管玉 安山岩 珊 S-3 I S814 丸玉 土製

VD S-2 2 検出而 符玉 蛇紋岩 VIIl S.3 1 検出而 管E 安山岩 珊［ S-3 I 検出面 丸玉 土製

Vil S-3 I 検出面 管玉 約：E 珊 5.3 2 廃土中 管玉 緑色凝灰岩 Ill N-4 I )L玉 土製

¥ID S-3 I 5B24 管玉 緑色凝灰岩 IX l S809 管玉 安山岩 IX I 検IU面 九玉 土製

VII N-1 I SB20 竹韮 安山岩 IX l SK 管 E 安山岩 IX I 九玉 土製

VII N-1 1 S821 管£ 緑色凝I火岩 IX I 検//J而 管玉 緑色凝灰岩 ¥I] S-2 I S819 切子玉 水品

珊 N-1 I S821 行屯 安ill岩 VI N-1 I 検出而 九玉 土製 vn S-3 2 S818 床直上 丸玉 水品

渭 N-l I SB23 管玉 緑色凝灰柑 VI N-2 l 検出面 九煎 七製 vn N-1 I 5D05 棗玉

Vil N-1 l S823 竹玉 安山岩 VI N-2 l 検/II而 丸玉 土製 ¥I[ N-1 2 JJ: 盤玉 鉄石英

表24 出土玉類一既表

は30点余の臼玉が認められたが、このほかからは 3-7点程度とそれほど使用量が多くないo VIII区で最も出土耀

が多かったのは、 S-1 (2) S824で、周辺土坑からの出土も合わせると 130点余に達する。S824からは10点の有孔

円板の出土もあり、これら石製模造品に伴って臼玉が多祉に使用されたとみられる。また、N-1 (l)S823床面下

からは70点の臼玉が勾玉とともに集中的に出土し、貼床構築以前に多蠍の臼玉が使用された事例として注意され

る。このほか、 N-4(l)SB32で23点、同 S837で24点をはじめに10点以上を出土した竪穴住居が12軒程度と比較

的多くみられる。住居間粛複が激しく帰属辿構の特定が難しい臼玉が多数あることからこの傾向はさらに強くな

ることが予測され、V11区に比べて 1軒当たりの消費菰が確実に多いと把握されよう 。
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臼玉未製品 VI[区N-3(2)SB35から臼玉未製品が出土して

いる。臼玉以外の未製品は確認されず、他器種の製作は行

われていなかったと考えられる。また、他遺構で未製品の

出土はなく 、唯一の石製品製作遺構である。

未製品は上下面の調整後穿孔され、側面未調整の まま半

分に割れたものが大多数を占める。穿孔部より半分に割れ

ていることから、穿孔時にに破損したものが破棄されたと

考えられる。また、 穿孔がない石材細片がごく少量認めら 写真274 臼玉未成品 (VIT-N-3 (2) S B 35出土）

oc.o 
00  

... 

れるが、原石あるいは剥片等の出土は認められなかった。この点からは、石材の荒割工程が完了し、個々の臼玉

の「上下面調整→穿孔→側面調整」という最終仕上げの工程が本住居で実施されたとみられる。

石製紡錘車 （図293) 合計10点の出土がある。出土地区は、 W区4点、 VII[区が6点と特定の地区に集中して出

土している。軸芯が伴うものはない。断面形態には円板状のものと台形のものの二者が認められる。

円板状の紡錘車 (1・3・4)はいずれも W区から出土し、奈良時代～平安時代遣構に伴っている。2は実測

上面が破損しているため本来の形状は不明であるが、台形を呈する可能性がある。一方、台形断面の紡錘車5-

9はVII[区より出土しており、検出面出土の 2例を含めて古墳時代後半期の所産と考えられる。このうち、片面の

平坦面が明確でなく笠形の 6は他例に先行する可能性が指摘される。
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憑込
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10 VIIlー N-4(1) S B36 

7 VIII五~- 2 (2) ~ 8~-8s0; 1(1) 口9 VIII5-~ 悶2(1)0 

(l : 2) 5cm 

図296 石製紡錘車実測図 (S=l/4)
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2
 

士製 品

土製紡錘車 皿区で 1点(7)、VIII区で 1点(4)出土しているほか 6点はいずれも VII区からの出土で、偏在が著しい。

古墳時代中後期を中心とすると 考えられるが、7は弥生土器片を転用し、弥生時代後期と考えられる溝覆土より

出土している。形態は基本的に円板形を呈するが、 6・8は台形を呈し、厚い。 8はVII-N-2 (l) SB41出土の大

型品で、本調査出土品中、最も大きく重い。6はVIII-S-2(2)出土で、 VIII区にて多量に出土した石製紡錘車の形態

に酷似する。軸が残存した事例はなく、木材等有機物に よると想定される。調整は 2がナデ仕上げのほかはいず

れも ミガキによ っている。 1・8は石英粒のほか雲母粒、他は白色砂粒等を含み、土器胎土に通ずる。

ーニー＼
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¥
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ク

／
 ,’l_’ヽ

CJニ
l VIIー S-3(1) SB21 

5 Vll-S-2(2) SD03 

2 VIIー S-3(2) SB 17 二
3 vn —S -3(1) S B21 

6 VIIl —S -2(2)検出

7 VII-S-30)検出

8 VIIー N-2(1) S 841 

0 (1:2) 10cm 

図297 土製紡錘車実測図 (S=l/4)

羽口 高杯転用品がVIII-N-4 (2) SB57より、専用品が市道篠ノ井大当線地点 SB07・SD02より出土している。

転用品は SB57 よ り 3 点確認された。 いずれも高杯脚部の転用品で、二次被熱 • 高温度溶解物の付着が顕著に

認められる。少量の流動滓の出土も確認され、古墳時代中期集落での鍛冶導入期を示す資料として注目される。

写真275 高杯転用羽口 (1; 図261-17 2 : 図261-18 3 : 図261-21)
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3
 

金属製品

青銅製品 各時期の遺構より 16点の出土が認められる。このうち、 13点の図化 ・掲載が可能であ った。種別

は銅鏃3、銅釧 （再加工品）1、小銅環2、耳環 l、鈴帯金具 （蛇尾）2、銭貨転用鉄芯紡錘車 1、不明品 3である。

出土地点は不明品13が I区であるほか、 N・VII・Vlll・IX区と西側調査区に集中する。時期別にみると、弥生時代

後期 6(銅鏃 • 銅釧 ・小銅環）、古墳時代後期 1(耳環）、奈良時代 2(蛇尾）、平安時代 2(不明品12・13)となる。

検出面出土の 7はVIII区2次面からの出土であり、弥生時代後期～古墳時代前期に属する可能性があり、 11は北宋

銭である「崇寧通賓」を転用した紡錘車であり、 12世紀代と考えられる。

これら出土青銅製品の中では弥生時代後期の比率が極めて高い。種別は銅鏃3点、銅釧再生品 3点で、銅釧再

生品と考えられる小銅環がVI区と IX区か ら1点ずつの出土したほかはVll区に集中して出土している。銅鏃はいず

れも小型の柳葉式で、鏃身部 • 茎部とも破損が著しい。 鏃身には 3 点ともに鏑が認められ、両鏑造りとみ ら れる 。

1にのみ矢柄への装着痕跡が観察される。形態上より 3点ともに弥生時代に属するとみられるが、 3はカマド導

入以後の竪穴住居からの出土と遺物の想定時期と帰属遺構の時期に細甑が認められる。銅釧はいずれも帯状円環

型鋼釧の再加工品 1とみられる。銅釧 4は扁平に炭された板状片で、片面に長野市春山 B遺跡で出土が確認され

たものと同様に樋状の刻みが認められる 2。両側端辺は破損により裁断の痕跡は確認されない。小銅環 5は破損

品であるが、復元される径より小銅環と判断される。小銅環6は板状の銅素材を丸めて閉鎖した小円環で、両端
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1 ) 臼居直之 2000 「再生さ れる銅釧—いわゆる帯状円環型銅釧の一視点 ー 」 「長野県埋蔵文化財センター紀要J 8長野県埋蔵文化財センター

2)0! 柑長野県埋蔵文化財セ ンター 1999「春山辿跡・ 春山B辿跡」（上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告Ym)

なお、調査中に来跡された臼居直之さんより、 出土品の実見を通してご教示を得た。
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構は奈良時代竪穴住居と銅鏃3同様に遺物の想定時期と帰属遺構に問題がある 又

このほか、注目されるものに耳環の出土がある。耳環は 2点 l対の耳飾りとして後期古墳で一般的にみら

れ、竪穴住居出土例は古墳出土例に比して非常に少ない。基本的に埋葬時に使用されるものであり、素直に捉

えるならば出土した住居に住む人は古墳築造階層であった可能性が高い。前述した水晶製切子玉も 一般的に古

墳からの出土例が圧倒的なもので耳環と同様な性格の遺物とでき、集落における異例遺物が 1例ならず複数例

認められることは、本遺跡の古墳時代後期集落が古墳築造集団であった蓋然性を高めるものと評価されよう 。

2 銭貨

38 

◎ 2 ◎◎◎ $ , 3, 鴫〇
◎◎◎◎◎ 宮◎

10 12 13 14 ◎ ,, ◎ ,. 

◎◎ c ◎≪◎20 ◎，◎。
c ◎ ◎ ◎◎ ◎。(l 2) 5c. 

21 22 23 24 25 26 27 

◎ ◎◎◎◎  ◎ 
28 29 30 31 32 33 34 35 

図299 銭貨拓影および実測図 (S=l/2)

書号 地区 遺構名 錢名 番号 熾区 遺構名 銭名 奮号 熾区 遺構名 銭名

l I -NOi 検出面 冗豊通宝 15 VJ Pit25 熙寧元宝 28 大当線 H7 SKOi 永楽通宝

2 I -NOi SBOl 冗祐通宝 16 VI SX14 熙寧冗宝 29 大当線 H7 SKOJ 政和通宝

3 l -N(l) S801 皇宋通宝 17 VI 検出面 元祐通宝か 30 大当線 l-17 SKOi 開元通宝

4 I -NO) SK06 開元通宝 18 VD -S-20) 検出而 尿祐元宝 31 大当線 H7 SKOi 祥符元宝

5 I -NOi SK06 開元iili宝 19 VD -5-2(1) 検出面 不明 32 大当線 H7 SKOl 洪武通宝

6 r -N(I) Pit O和00 20 VIl -N-3(1) 検出而 元C:O宝 33 大当線 H7 SKOi 不明

7 I -N(l) SBOI 元祐通宝 22 VIIl-S-3(1) SB08 ！煕寧元宝か 34 大当線 H7 SKOl 祥符元宝

8 Il -N-al2) • SDOI 景祐元宝 21 Vll -S-2(1) 検出而 成平元宝 35 大当線 H9 検出而 永楽通宝， Nil) SK02 政和通宝 23 Vlll-S-3(1) SK17 元栽通宝か 36 VI -S-301 S833 20枚一束

10 IV SK48 天棺通宝 24 暉 -S・3(1) SKJ9 〇和通宝 37 VI -S-3(l) 5B33 洪武通宝

11 JV SK49 7じ翌通宝 大当線 H7 SKOl IO枚一束 38 VI -S-3(1) S833 且宋通宝

12 IV SK74 O定通宝 25 大当線 H7 SKOi 熙寧冗宝 39 VI -S-3(1) SB33 永楽通宝

13 IV SK74 不明 26 大当線 H7 SKOl 永楽通宝 40 VI -S-3(11 S833 洪武通宝

14 VI SX02 元伐通宝 27 大当線 H7 SKOi 洪武通宝

表25 出土銭貨一覧表（番号は図299と対応）

3)篠ノ井辿跡群高速迫地点においても古代に比定される竪穴住居から小型の柳葉式銅鏃が 1点出土 している。腫複が激しい本遺跡においてはひと

つの辿構から時期の異なる辿物が出土することは頻繁にみられる現象であり、決して珍しいことではない。

闘長野県埋蔵文化財セ ンター 1997「篠ノ井辿跡群J(中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告柑16)
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3 鉄製品 刀子・鉄鏃 ・紡錘車等を中心とした小型品が古墳時代以降の遺構覆土中より出土している。小破片

の上、錆膨れが著しいものが大半を占めるため、形態をよく残す製品について写真により報告する。

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

，
 

10 

2
 

13 

8
 

11 

12 
14 

15 

写真276 主要鉄製品

1苧引金 Vlll-N-3(2)SB49/2鉄斧 II -S-a (2) S B 13/ 3鉄鎌 VlII-N-4(1)S B33/ 4鉄鎌 VlII-S-2(2)S B04付近/5刀子 VlII 

-S-2(2)S KOl/ 6小刀 NO)検出面 /7刀子 VlII S-1 (2)S B28/ 8馬具? N(l)S B21/ 9釣針? VJ -N-1 (2)S B34/10鉄鏃

VI丼 1(2) S B 34/11鉄鏃冒N-3 (2) S B 55/12鉄鏃躙S-2(2)S B12/13鉄鏃 VlII-S-3 (1) SB 14/14鉄鏃 VI-S-1 (lJS B09 

/15紡錘車暉 -S-2(2)S B08/16紡錘車 VlII-N-3(2)S B51 
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4
 

木製 品

JI -N-a (1) SEOl底部より木製曲物が出土している。SEOlでは覆土中層以下で 3カ所の石材の投棄が認められ、

底部直上では全体を塞ぐように集石が確認された。木製曲物はこの石材の直下より井戸底に接して出土している。

本来は形態を保っていたものとみられるが、湧水内より出土した際には潰れて原形をとどめていなかった。井戸

封印に伴う容器として遺物取り上げ時から内容物に注意を払ったが、明らかな出土品は認められなかった。

接合作業は保存処理時に実施したが、ほとんどの大型破片間で接合はなく、形態は復元できなかった。

部材の内面には薄板を曲げるための縦方向の刻み目が木目に直口してみられる。 1-3には外面にも斜め方向

に交差する刻み目が確認される。 1・4には方形の綴じ孔がみ られ、 6・7にはスリ ット状の孔内に薄板を縫い

合わせた樹皮が残存している。このほか、竹の節目付近を半裁した部材が3点出土している。なお、口縁は 3の

ほかにも数片みられるが、内面に刻み目があるものとないものがあり、複数個体の可能性も考えられる。

ti G:::) 

~ 

ぇ
゜

(l : 4) 20cm 

3
 

こ， •一
二 t口6

｀ー＇

e~®F7 
,, -、

こ［巳旦
I" ー．，

図300 木製曲物実測図 (S=l/4)
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5 その他の出土遺物

1 甑仏 VI -N-1 (1) SB35より願仏が2点出土している。 1の

表面の一部に剥落がみられるが、 2点とも完形品である。 1は

SB35覆土である黄褐色砂層中より 出土し、長さ4.0cm、幅2.2cm、

厚さ1.3cmを測る。2はSB35検出時に覆土同様の砂層面より出土

し、長さ4.0cm、幅2.2cm、厚さ0.8cmを測る。側面は双方ともに

鋭利な工具によって面取りがなされるが、裏面は 1がケズリに

よって平滑にしているのに対し、2は指頭圧痕をそのまま残し、

ケズリ調整は施されない。

蓮華座上に如来座像をあらわし、頭上に天蓋を飾る図様は非常

にシャープで、手ずれ等によって図像が不鮮明になった部分はみ

られない。また、図像は細部に至るまで 2点とも合致し、長さ・

幅の一致からも同じ原型からつくられた同箔品とみられる。

出土層位は仁和洪水に起因する砂層下の別の砂層 中で、後述

の埴輪片が共伴することから SB35に直接伴ったとは考えがたい。

埴輪を含めて近在で使用されたものが、仁和洪水以前に発生した小規模洪水によって持ち込まれた可能性が高い

と判断される。

こ

ロロロロロロ

：
 

2
 

~ 
0 (l : 2) 5cm 

図301 甑仏実測図 (S=l/2)

なお 2点の出土載仏は、奈良県唐招提寺戒壇院出土甑仏と図像ならびに大きさがともに合致し、同箆品とみら

れる 4。出土状況か らは使用状況や廃棄状況をうかがい知る ことはできず、唐招提寺との直接の関連性等を導き

出す情報に乏しいが、甑仏あるいは原型を通じて結ばれる中央と地方、地域における集落内への仏教の浸透など、

多くの課題を投げかける一級の資料となろう 。

2 

写真277 載仏

4)国立奈良文化財研究所 1979「唐招提寺戒壇院の調査」 『昭和五十三年度平城宮跡発掘調査部発掘調査概報」

本府料については大脇潔氏に実見のうえ、暦招提寺戒壇院出土願仏と酷似する点をご教示いただいた。また、関連探料のご提供も賜った。

なお、現時点で両者を直接比較検討する機会を得ていないが、写真• 実測図などの比較では同箆品とみて差し支えない。
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2
 

瓦塔 瓦塔とみられる破片が3点出土している。い

ずれも小片で3点とも個別に出土している。

1はVfil-S-2 (2)検出面より出土した屋根片である。半

裁竹管状のエ具による引き 押 しで丸瓦を表現し、幅1.1

cmの瓦表現が残存部分で 3列認められる。色調は灰褐色

で、須恵質の焼き上がりである。

2はVI[-S-2 (2) SBlO覆土中より出土した破片である。

形態的には 1に近いが、 表面の凹凸は瓦表現としては逆

となる。裏面は緩やかに湾曲し、剥離 しているとみられ

る。色調は灰褐色を呈するが、焼成は軟質で土師質であ

る。なお、本片は瓦塔片であるか否か定かではないが、

胎土 ・色調ともに他の瓦塔片に近いことから瓦塔片とし

て報告 しておく 。

3はI-N (2)SB08覆土中より出土した小片で、隅木部

分かとみられる。実測図上面部分のみヘラケズ リ調整で、

他はナデによ って仕上げられている。色調は赤褐色を呈

し、 土師質の焼成である。

瓦塔は近接する北陸新幹線地点 5から 2個体

以 上 が 出 土している。 い ず れ も 土 師質と報告

され、 同 一 個体と断定するには 至っ ていない

ーロ
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こ
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瓦塔実測図 (S=l/2)

が、

3 

これらと関連する可能性は高いと考えられる。

瓦 I -N(2)SB10より瓦が 1点出土

している。長さ30.8cm、幅17cmを測る平

瓦片である。凸面は格子タタキが全面に

施され、ナデに よって仕上げられている。

凹面は布目痕が残り、端面をヘラケズ リ

によ って整える。また、部分的であるが

模骨痕が観察され、桶巻き作りであると

判断される。

SBlOか ら他に瓦片の出土はなく 、本

片 1片のみの出土である。周辺を含めて

瓦葺き建物を想定することは難しく 、

マド構築材等、二次的利用を目的に持ち

込まれた可能性が想起される。

力

ただし、

こうした瓦散布は近在で知られておら

ず、瓦葺き建物の存在を示唆する遺物と

して注意されよう 。
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5)出河裕典 1998「第 2章第 3節 瓦塔」 「北陸新幹線埋蔵文化財発掘調査報告書4ー長野市内その 1-」勁長野県埋蔵文化財セ ンタ ーほか
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4 埴輪 VI -N-1 (l)SB35黄褐色砂層中より、載仏

に共伴して埴輪片が出土している。埴輪片は 7点認め

られる。 1-4は胴部片で、 3・4には突帯がみられ

る。突帯の貼付けはみられず、上下を強いヨコナデに

よって凹め、非常に低い突帯を表現している。4は貼

付突帯が剥離したともみられるが、線刻が剥離面にま

で達 しており、 3同様と考えられる。また、 4では突

帯直下に透かし孔が確認できる。上側は突帯に沿って

直線的であるが、下側は円弧を描き、半円形とみられ
写真278 埴輪 （突帯部）

る。さらに透かし孔の横にはn字形の二重線による線刻が認められる。調整は内外面内ともにナデを主体とする。

5-7は底部片である。底部幅は2.5-2.Scmを測る。底部は一段の粘土紐を基本としその直上より 巻き上げによ っ

3
 

尋 5

呵 :6 

゜
(l : 3) 10cm 

図304 埴輪拓影 (S=1 / 3) 

-372 -



て成形しているとみられる。調整は胴部同様にナデを主

体とする。

色調は赤褐色を呈し、焼成はいずれの破片にも黒斑が

みられない硬質な焼き上がりで、窪窯焼成とみられる。

さて、これらの埴輪片は樹立された古墳跡が調査区内

では確認されないことから、 小規模な洪水によって近在

よりもたらされた造物と考えられる。底部片を含むこと

からも埴輪を樹立した古墳が周辺に確実に存在すること

を示唆しており、自然堤防上に後期古墳群の展開を予測

させる点で極めて重要な出土遺物であろう 。

5 陶硯 N(l) SK15覆土中より、完形の円面硯が 1点

出土している。

硯面部は陸 • 海・縁から構成され、直径 9cm、陸部直

径は 7cmを測る。縁は陸よりも低く造作され、海は幅狭

であるうえ、深さがほとんどない。ただし、陸に墨の痕

跡が観察され、硯として使用されたことが確実である。

硯面部下は脚を持たず、中空構造でヘラケズリによる

平底を持つ。硯面部縁直下に円孔が 1カ所穿たれ、ちょ

うど須恵器臆の胴下部と同様の形態となる。この胴部中

空構造がどのような機能を果たしたかは定かでないが、

円孔を穿っている点からは内部に液体を入れた可能性が

まずは想起される。また、円孔部より内部をのぞくと、

外面に比して若干黒みがかっている ようにもみえ、使用

中の築を挿した等の機能も考えられる。

調整は底部がヘラケズリのほかはナデが施され、硯面

部もナデによ って各郭の形態が整えられている。

共伴遺物がないため時期の確定は難しいが、須恵器の

製作技法を参照すると 、嵩台を付さずに底部ヘラケズ

リによ って平底化する点などで奈良時代を下ることはな

く、古墳時代後期後半まで遡る可能性も有している。

なお、このほかにも円面硯の破片や転用硯、石製硯片

の出土がみられ、継続的な硯の使用が想定される。

6 灯明皿 IV(l)SBOlより特殊な形態の灯明皿が出土

している (112頁図87-26)。内外面黒色処理された土師

器杯の内面中央部に斜め上方を向いた柱が付されてい

る。この柱状部にはススの付着が、口縁部付近には油脂

写真279 N(l)S Kl5出土円面硯

の付着が認められる。痕跡は残存しないが、この柱状部 写真280 円面硯 • 石製硯

に芯を固定し、灯明皿として使用したと想定される。 1 N(l)SBOl 2 Il-S-a(l)SEOl 3 Il-N-a(l)SKll 
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